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D 31 飼育日長条件が衣料害虫の防虫剤感受性に及ぼす影響
奈良佐保女学院短大　○勝又千寿代
奈良女大家政　垣下聡美　佐藤和子　故辻井康子

被　服　141

目的：繊維製品の虫害防除を目的として生物試験を行なう場合，防虫剤に対する感受性の
均一な虫を用いることが重要である。衣料害虫の防虫剤感受性は試験時間・温度ならびに
虫の月齢等種々の要因によって変化する。そのうちいくつかの要因に関しては報告されて
いるが，虫の飼育条件が防虫剤感受性に及ぼす影響については実験が少ない。そこで本研
究では日長条件を変えて飼育した虫を用いて生物試験を行ない，衣料害虫の防虫剤感受性
に及ぼす飼育日長条件の影響を調べた。
方法：供試虫として短日（８時間明16時間暗）と長日（16時間明8 時間暗）の各日長条件
で飼育したイガ幼虫（2 世代目の35日齢）およびヒメマルカツオブシムシ幼虫（170 日齢゙
）を用いた。供試薬剤としてくん蒸試験には昇華性防虫剤のパラジクロロベンゼン・ナフ
タレン・ショウノウ・トリオキサンおよびd-Empenthrin を用い，局所施用法試験にはピ
レスロイド系防虫剤のPermethrin およびd-Cyphenothrin    を用いた。くん蒸試験は500
mlガラス瓶の底に防虫剤を置き25℃で24時間放置後幼虫15匹と標準羊毛を入れた金網寵を
5 cmの高さに固定して密栓し25°Cの暗所に48時間静置後幼虫の生死を調べた。局所施用法
試験はArnold hand microapplicatorを使用して幼虫の腹に所定濃度の防虫剤1.5 μ1 を
滴下し24時間後に幼虫の生死を調べた。
結果：日長条件を変えて飼育した幼虫の昇華性防虫剤に対する感受性は衣料害虫および防
虫剤によって異なった。局所施用法試験の合成ピレスロイド系防虫剤に対しては長日条件
で飼育したイガおよびヒメマルカツオブシムシ幼虫の感受性が高かった。

D 32

５月26日（日）第13会場　午前9:30～11:45

フヅ素系界面活性剤／水溶性高分子混合系水溶液の性質（第2  報）可溶化

実践女子大　 家政　　 飯島　 俊郎　 ○杉山　 知里

（ 目的 ）界面 活性剤は 単独で 用いら れるこ とは少なく、多 く の場合 に配合さ れて、 それ ら

成 分の 複合効果 が期待 される。　こ の研 究はフ ヅ素系 界面活 性剤、 ベ ルフル オロオ クタン 酸

アンモニ ウム塩（CFN ） と 水溶 性高分子、 ポリビ ニルピロ リド ンの混 合水溶 液系にお ける難

水 溶性染 料パラ アミノ アソベ ンゼン（PAAB ） の 可溶化機 構を調 べるこ とを目 的と する。

《 方法 》所定量 のCFD 、PVP ま た はそれ らの混合 系水溶 液中のPAAB の　25.0 ±0.  re に お け る

溶解度を測定した。溶解平衡到達後、ガラスフィ

だ溶液の濃度を分光光度計を用いて決定した。

ルタ ー　GF75  （ アド バ ンテッ ク）で ろ別し

（ 結果〉図に示すように、CFN単独系（○）では、その

CMC 付近から可溶化か始まり、CFN濃度の増加ととも

に直線的に増加するが、5～6×10- ’niol/l2付近に折

れ曲がりを持つ二本の直線で表される。これはこの

系の吸収スペ クトルの変化と対応し、ミセルの二状

態を示唆する。これに対し　PVPの可溶化（（））は、PVP

添加量に単調に比例する。 CFN／PVP 混合系の可溶化

（●）では、特に低濃度（約　5～6× lO-'mol/O 以下）

で顕著に加成性からの正のずれ（ 相乗効果 ）が見ら

れる。これはCFN とPVP とにより新たに、PAAB と相

互作用し得る場を生じたことを示す。
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